
 

 

 

 

 

 

 

 

 

      〇 委嘱状の交付 

町長より各委員に委嘱状を交付した。 

      〇 委員長の互選と職務代理の指名 

  委員の互選により北川昭雄氏が委員長に選任された。 

  また、北川委員長より鎌田孝徳氏が職務代理に指名された。 

      〇 町長、北川委員長の挨拶の後、委員長の進行により議題に入りました。 

      １ 平成２２年度決算概要について 

事業収益は、医師の退職等の影響により入院患者数が前年対比で１２．０％ 

の減、収益は前年対比４１，３１１千円、１３．１％の減となった。 

  しかし、外来患者数については、１．７％の減、収益は前年対比６，４８６ 

千円、３．１％の微減にとどまった。 

公衆衛生活動は、出張医師の関係から胃カメラの人間ドックの受け入れを一部

取り止めたため前年対比２，７５７千円、１３．３％の減となった。 

老健収益は、フル稼働で安定した収益を維持した。 

これらにより、事業収益は８５５，４９７千円で前年対比３５，７２２千円、

４．０％の減となった。 
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事業費用は、「給与費」が前年対比１２，８３１千円、２．３％の増となった。 

これは、「給料」は昇給分の積み上げにより前年対比１．０％の増、「手当」は

人事院勧告により０．２カ月分が減額となったが、退職手当組合負担の精算分と

負担率の増により、前年対比２，５０３千円、１．５％の増、「賃金」は臨時看

護師の増により７，９％の増が主な要因です。 

「材料費」は、入院患者数の減少により前年対比１２，６６２千円、１１．３％

の減となった。これは、「薬品費」が前年対比７，３６８千円、１１．６％の減、

「診療材料費」は、前年対比４，３１０千円、９．５％の減が主な要因である。 

「経費」は、前年対比２，６５４％、２．１％の減となった。これは、「燃料

費」が価格高騰により前年対比１，８３４千円、１６．５％の増、「修繕費」は

大きな修繕が落ち着き、一般的な施設や医療機器の修繕が主だったことから前年

対比２，３２１千円、３５，６％の減、「委託料」は、外部委託単価の見直しと

直営検査を増やしたことにより前年対比２，４３７千円、３．２％の減が主な要

因である。 

町からの繰出金は、３条予算では前年対比で約１６，０００千円の増となって

いる。これは、退職手当組合負担の精算分と子ども手当、院内保育士経費等が新

たに増得たことか主な増要因である。総額は、約２億３千万円（２３１，５３６

千円）で、うち地方交付税分は約１億３千万円（１３１，４１４千円）で町の一

般財源は約１億円である。 

     ２ 上富良野町立病院の現状について 

別紙資料に基づき、町立病院の沿革、職員体制、更には未収金対策等の現状に

ついて説明した。また、看護基準と入院基本料、看護師比率、在院日数関係を説

明した。 


